
　平成31年３月、西京区樫原百々ケ池に西京ふれあい地域福祉センター
を開設しました。１階には地域の高齢者の心身状態や希望に応じて、「通
い」を中心に「訪問」、「泊り」を組み合わせた小規模多機能居宅介護と、
西京区社会福祉協議会があり、２階、３階には少人数の高齢者が家庭的
な雰囲気の中で共同生活を送るグループホームがあります。また、２階
には地域住民の方々も利用できる地域交流室や、高齢者の相談窓口であ
る居宅介護支援事業所もあります。
　介護保険サービスの提供はもとより、社協の総合力とネットワークを
活かし、共に生きる福祉のまちづくりのため、世代を超えた交流の拠点
となることを目指しています(詳細は７ページ)。

西京ふれあい地域福祉センター
（グループホームかたぎはら）

ごあいさつ
セブン-イレブン・ジャパン商品寄贈
特集 ‌�京都市の社協基本構想を策定
特集 ‌�学区社協の今② 

〜社協活動の継承と発展を考える〜

各部署の取組を紹介
決算報告・事業計画
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人に優しく、災害に強い、社協の総合力とネットワークを活かした
福祉のコミュニティづくりを進めます。社会福祉法人 京都市社会福祉協議会



　　　

社会福祉法人京都市社会福祉協議会

会 長  小
こ

石
い し

  玖
く

三
み

主
す

社会福祉法人京都市社会福祉協議会

顧 問  村
む ら

井
い

  信
の ぶ

夫
お

地域の絆に基づく地域福祉の一層の推進

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

去
る
六
月
二
十
七
日
の
会
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
の
皆
様
の
ご
信
任
に
よ
り
、
会
長
職
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村
井
信
夫
前
会
長
が
京
都
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
京
都
市

の
社
協
の
総
合
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
大
き
な
御
功
績
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
一
層
の
推
進
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
体
制
の
出
発
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
皆
様
方
の
温
か
い
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
一
方
な
ら
ぬ
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
六
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
九
年
半
に
渡
り
務
め
て
参
り
ま
し
た
会
長
を
退
任
し
、
顧
問
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
公
益
的
な
使
命
に
応
え
る
た
め
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
絆
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
努
め
、
社
会
福
祉

事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
顧
問
と
し
て
、
京
都
市
の
社
協
の
益
々
の
発
展
を
め
ざ
し
、
新
体
制
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
店
舗
の
改
装
や
閉
店
に
伴
い
発
生

す
る
在
庫
商
品
の
一
部
を
、
市
社
協

を
通
じ
て
社
会
福
祉
に
関
係
す
る
団

体
・
施
設
な
ど
に
配
分
し
、
生
活
に

困
難
を
抱
え
た
個
人
・
世
帯
等
へ
の

支
援
や
地
域
福
祉
活
動
で
の
活
用
を

図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
京
都
市
内
・
府
下
の

７
店
舗
か
ら
４
０
０
箱
を
超
え
る
商

品
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
障
害
の
あ
る

方
の
作
業
所
や
子
ど
も
食
堂
を
は
じ

め
と
す
る
『
居
場
所
』、
ホ
ー
ム
レ

ス
支
援
団
体
な
ど
計
42
の
団
体
・
施

設
へ
市
・
区
社
協
を
通
じ
て
配
分
し

ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
の
作
業
所
で
は
、

清
掃
作
業
に
日
用
品
が
活
用
さ
れ
、

児
童
養
護
施
設
や
子
ど
も
食
堂
を
は

じ
め
と
す
る
『
居
場
所
』
で
は
、
食

品
や
調
味
料
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
会

の
お
や
つ
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
団
体

で
は
、
お
正
月
の
炊
き
だ
し
に
併
せ

て
、
新
春
福
袋
と
し
て
配
布
さ
れ
た

食
料
や
飲
料
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

▲寄贈商品の一部

▲京都市内で取組まれている子ども食堂へ提供 ▲ホームレス支援団体による活用

　
平
成
30
年
10
月
１
日
に
西
日
本
で
初
め
て
株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
京
都
市
、

市
社
協
の
３
者
が
締
結
し
た
「
商
品
寄
贈
に
よ
る
社
会
福
祉
貢
献
活
動
連
携
協
定
」
に
よ
る
活
動
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン

商
品
寄
贈
に
よ
る
社
会
福
祉
貢
献
活
動

お問合せは、京都市福祉ボランティアセンターまで（電話：354-8735）

「子どもの居場所」取組を応援しています !!
　市内の子ども食堂や学習支援など、子どもの居場所づくりに取
組む実践団体に対し、助成金情報やシンポジウム・研修会などの
情報を発信しています。
　昨年度、78の子どもの居場所実践団体を対象としたアンケー
ト調査に取り組み、67団体より回答を得ました。調査から見え
たそれぞれの思いや困りごとを踏まえた支援を進めるとともに、
応援したい方、活動を始めたい方に向けた情報提供などの取組を
進めます。
　京都市情報館（京都市ホームページ）内には、市内で取り組まれ
ている子ども食堂などの居場所づくりの取組一覧を公開しています。

▲�ボランティアーズ京都175号（2019年５月）
　�アンケート調査「子ども食堂はいま」の結果を掲載
しています。



　本会では平成30年度に、佛教大学の岡﨑祐司教授を委員長とする「京都市の社
協あり方構想検討委員会」を設置し、京都市の社協がこれまで積み上げてきた実
践を振り返り、地域共生が求められるこれからの活動の方向性を検討しました。
　委員会の開催や学区社協実態調査、職員によるワークショップ等を経て、平成
31年3月に「京都市の社協基本構想」を策定しました。

❶�各種団体と一体的に動くことによって、担い
手が減少せず、活動の推進力も落ちていない。

❷�地域に誇りと愛着をもち、変えてはいけない
ものを先人から継承しつつ、新しい課題につ
いては、「地域の課題」として柔軟に受け止
めている。

❸�取組のなかに「楽しい」要素を組み込み、ボ

ランティア同士が主体的に参画する風通しの
よい組織づくりがされている。

❹�一人に負担が集中しないよう、ブロック制を
敷いた組織づくりで活動している。

❺�調査（把握）、学習（理解）、話し合い（合意
形成）、活動（運動）がサイクルで実施され
ている。

学区社協の声（ヒアリング）から見えてきた、
　　　　　　　　　　　 「継承・発展のためのヒント」

京都市社協 HP から
ダウンロードできます

京都市社協　基本構想 検索

社協基本構想を
策定しました！

京都市の

学区・区での地域福祉活動の支援や、施設の安定的運営や地域福祉機能の発揮など、
地域共生社会の実現に向けた基盤づくりを進めます。

地域住民の暮らしを直接支える場として、一人ひとりが地域のなかで尊重される福祉
のまちづくりを進めます。

「学び合う」、「ふれあう」、「支え合う」をキーワードに誰もが安心して暮らし、つな
がりのある地域づくりを進めます。

市社協

区社協

学区社協

調
査
項
目
「
組
織
の
発
展
の
た
め
に
大
切
な

こ
と
」
で
は
、
学
区
社
協
に
と
っ
て
民
生
児
童

委
員
会
や
自
治
連
合
会
を
は
じ
め
学
区
の
多
様

な
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
す

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

結
果
か
ら
、
地
域
に
は
生
活
・
福
祉
に
か
か
わ

る
住
民
組
織
や
当
事
者
組
織
、市
民
活
動
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
法
人
、
行
政
・
専

門
機
関
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
主
体
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機
能
の
違
い
を
認
め
な
が

ら
、
お
互
い
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
連
携
・

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
う
認
識
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
町
内
単
位
で
選
出
さ
れ
た
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
設
置
を
通
じ
た
人
材
の
確

保
や
養
成
が
大
切
だ
と
考
え
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
の
社
協
あ
り
方
構
想

検
討
委
員
会
の
委
員
が
訪
問
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

し
た
先
の
学
区
社
協
役
員
の
皆
様
の
意
見
か
ら
、

学
区
社
協
活
動
の
担
い
手
の
課
題
等
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
培
わ
れ
た
経
験
と
工
夫
に
よ
っ
て

組
織
や
活
動
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
下
段
「
継
承・

発
展
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
前
回
は
、
昨
年
10
月
に
実
施
し
た
「
学
区
社
協
実
態
調
査
」

よ
り
「
会
長
の
今
」「
活
動
の
今
」「
連
携
の
今
」「
思
い
の
今
」

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
実
態
調
査

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
学
区
社
協
組
織
や
活
動

の
継
承
と
発
展
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
。

組
織
の
発
展
の
た
め
に
大
切
な
こ
と

▲学区社協ヒアリングの様子
　（上京区・春日住民福祉協議会）

自
治
連
と
の

連
携

民
生
児
童

委
員
会
と
の
連
携

町
内
会
と
の

連
携

各
種
団
体

と
の
連
携

当
事
者
組
織

の
参
加

町
内
単
位
で
選
出
さ
れ
た

委
員
の
設
置

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
設
置

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成

部
会・専
門

委
員
会
の
設
置

事
務
局

機
能
の
強
化

役
員・理
事

組
織
の
強
化

そ
の
他

30年度

回答数：219学区社協
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組織の発展のために大切なこと
 （上位３つを選択）

３回シリーズ特集

今
～社協活動の継承と発展を考える～
学

が っ

区
く

社
し ゃ

協
き ょ う

の
いま

❷
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　今回策定した「京都市の社協基本構想」は、京都市地域福祉計画「京（みやこ）・地域福祉推進指針」
と連動しています。行政とのパートナーシップのもと取組を進めます。

　三層（学区・区・市）の社協の連携を深め、それぞれの目標の達成と、共に生きる福祉のまち「京都」
の実現に向けて、市社協では推進計画、区社協では区地域福祉活動計画の策定に向けて進めていきます。

京（みやこ）・地域福祉推進指針との連動

【基本目標】
共に生きる福祉のまち「京都」の実現

私たちが目指す地域共生社会の視点

住民自身が主人公として地域を創る
（住民主体）

多様な主体による
連携と協働
（協議体）

一人ひとりが
その人らしく輝く

（権利擁護）

災害に強い福祉の
コミュニティづくり
（要配慮者支援）

SDGs（持続可能な開発目標）の推進

※�SDGsとは、2015年9月の国連サミットで採択された2030年までの国際開発目標であり、誰一人取り残さない、
　包括的で持続可能な開発のための17の目標を掲げている。

※



各部署の取組を紹介します

075-255-0883

　

市
内
の
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
基
礎
・
実
践
講
座
」
を
各

大
学
に
お
い
て
開
催
し
、
災
害
時
で
も

主
体
的
に
活
動
で
き
る
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
被
災
者
の
気
持
ち

を
想
像
し
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
き
と
る

こ
と
を
学
ぶ
な
ど
、
熱
心
に
受
講
す
る

学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
座
を
修
了
し
た
大
学
生
は
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
登
録
、
災
害
時
の
支
援
の
大

き
な
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
６
日
に
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
や
市
民
を
対
象
に
開
催
し
た
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
で
は
、

防
災・減
災
の
基
礎
知
識
や「
防
災
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
教
材
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を
使

用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
備
え
、
災
害
時
支
援
に
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
今

後
も
研
修
や
訓
練
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
、
西
京
区
樫
原
百
々
ケ

池
に
西
京
ふ
れ
あ
い
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
規
模
多
機
能
か
た
ぎ
は
ら
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
か
た
ぎ
は
ら
、
か
た
ぎ
は
ら
ケ

ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、
西
京
区
社
会
福
祉

協
議
会
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
利
用
者
の
共
同

生
活
が
始
ま
り
、
当
初
は
表
情
も
硬
く
、

緊
張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
た
利
用
者
も
今

で
は
笑
顔
が
見
ら
れ
、
穏
や
か
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
利
用
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ

個
室
が
あ
り
ま
す
が
、
日
中
は
ほ
と
ん
ど

の
方
が
リ
ビ
ン
グ
に
出
て
こ
ら
れ
、
お
話

を
し
て
過
ご
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
な
か

に
は
食
事
の
下
準
備
や
洗
濯
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
過
ご
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
夏
に
向
け
て
ト
マ
ト
の
種
ま

き
も
行
い
ま
し
た
。
ト
マ
ト
の
種
を
見
た

と
き
は
、「
小
さ
く
て
ゴ
マ
み
た
い
や
な
あ
」、

「
ほ
ん
ま
に
こ
れ
が
育
つ
の
？
」
と
笑
い
な

が
ら
話
さ
れ
、
今
か
ら
実
に
な
る
の
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら「
ト

マ
ト
を
ど
う
調
理
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
か
。」

「
次
は
茄
子
を
植
え
ま
し
ょ
う
か
。」
と
提

案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
野
菜
づ

く
り
だ
け
で
な
く
利
用
者
の
で
き
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
見
つ
け
、
増
や
し
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
地
域
に
根
付
き
、
開
か
れ
た

施
設
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

▲災害ボランティアセンター基礎・実践講座の様子

▲西京ふれあい地域福祉センター外観です。

▲ちぎり絵＆花飾り製作中です。 ▲天気が良いので花のみずやりを
　手伝っていただいてます。

▲利用者とトマトの種まきをしました。

▲京都産業大学『Let's Try! ボランティアフェスタ2019』へ出展

京
きょう

都
と

市
し

内
な い

の大
だ い

学
が く

と連
れ ん

携
け い

した
災
さ い

害
が い

に備
そ な

える活
か つ

動
ど う

地
ち

域
い き

支
さ さ

え合
あ

い活
か つ

動
ど う

創
そ う

出
しゅつ

コーディネーター
支
し

援
え ん

事
じ

例
れ い

集
しゅう

を発
は っ

行
こ う

しました
　
平
成
28
年
５
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
「
京
都
市

地
域
支
え
合
い
活
動
創
出
事
業
（
京
都
市
委
託
事

業
）」
で
は
、
各
区
地
域
支
え
合
い
活
動
創
出
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
と

多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
支
援
や
居
場
所

づ
く
り
な
ど
様
々
な
取
組
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
取
組
を
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
も
発

信
で
き
る
よ
う
、
京
都
市
と
共
同
で
支
援
事
例
集
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
支
援
事
例
集
に
は
、
生
活
支
援
活
動
・
居
場
所
づ

く
り
の
支
援
、
担
い
手
養
成
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
関
わ
る
調
査
な
ど
、
12

の
事
例
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
、
事
例
の
詳
細
ペ
ー
ジ
で

は
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
や
経
過
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

福祉
ボランティア
センター

ふくし

地域

支援部

ち　いき

し　えん　ぶ

京都市社協
HP から

ダウンロード
できます

▲災害ボランティアセンター
　リーフレット

介護保険

事業部

かい　ご 　 ほ　けん

じ　ぎょう　ぶ

京都市社協　支援事例集 検索

平へ

い

成せ

い

31
年ね

ん

3
月が

つ

、

西に

し

京き
ょ
う

ふ
れ
あ
い
地ち

域い

き

福ふ

く

祉し

セ
ン
タ
ー
開か

い

設せ

つ
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判
断
能
力
に
不
安

判
断
能
力
が
不
十
分

判
断
能
力
が
な
い

困
り
ご
と

日常生活
自立支援事業

今すぐまもる
法定後見

将来へのそなえ
任意後見

支援開始

保　佐
補　助

後　見

日常生活
自立支援事業

判断能力が低下
した場合など
は、補助・保佐・
後見に移行

●区役所に出す書類の手
続きがよくわからない
●日頃のお金のやりくり
がうまくできない

●よくわからないまま高
額の契約を結びそうに
なった

●お金の管理がひとりで
できるか不安

●将来に備えて準備をしたい
●判断能力が低下したとき
に必要な支援をうけられ
るように備えておきたい

●障害のある子の親なき
あとが心配

契約締結

　
本
会
で
は
、「
京
都
市
の
社
協
基
本
構
想
」
に
お
い
て
、
地
域
共
生
社
会
を
支
え
る
重

要
な
視
点
と
し
て
、「
権
利
擁
護
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
を
支
え
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
。

一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
そ
の
人ひ

と

ら
し
く
輝か

が
や

く（
権け

ん

利り

擁よ

う

護ご

）

　
～
生い

き
づ
ら
さ
に
気き

づ
き・寄よ

り
添そ

い・つ
な
が
る
～

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
高
齢
や
知

的
・
精
神
に
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
や
、

日
々
の
金
銭
管
理
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
権
利
擁
護
の

力
が
既
に
不
十
分
な
方
を
支
援
す
る
法
定
後

見
制
度
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
権
利

擁
護
の
重
要
性
が
更
に
高
ま
る
中
、
成
年
後

見
制
度
は
益
々
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
京
都

市
で
は
、平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
た
「
京・

地
域
福
祉
推
進
指
針
」
の
中
で
、
京
都
市
に

お
け
る
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
を
位

京都市内で827名が
利用しています。
‌�（令和元年５月末現在）

事
業
で
す
。
成
年
後
見
制
度
と
比
較
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
事
業
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
代
理
権
の
な
い
本
事
業
で
は
、
支
援
の
都

度
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
意
思
を

確
認
し
ま
す
。

　
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
適
切
な
情
報
提
供

や
助
言
を
行
う
こ
と
で
利
用
者
が
自
分
自
身

で
決
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
・
強
化

　
成
年
後
見
制
度
は
、
権
利
と
財
産
を
守
る

た
め
に
法
律
的
な
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
９
ペ
ー
ジ
の
「
困
り
ご
と
」
か
ら
大
切
な

権
利
と
財
産
を
守
り
、
普
通
の
暮
ら
し
を
支

え
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
は
、
将
来
の
判
断
能
力

の
低
下
に
備
え
る
任
意
後
見
制
度
と
判
断
能

日常生活自立支援事業と成年後見制度（法定後見）の違い
（京都市内の場合）

置
付
け
、
今
後
の
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
へ

の
対
応
や
地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
努
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
お
い
て
、
京
都
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
京
都
市
に
お
け
る
権
利

擁
護
支
援
の
た
め
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
中
核
的
な
機
関
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、「
チ
ー
ム
」
へ
の
支
援
や
、「
協
議

会
」
で
の
関
係
団
体
・
機
関
間
の
連
携
強
化

に
取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切

　
今
日
、
ひ
き
こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
、
生
活

困
窮
や
虐
待
な
ど
の
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た

方
へ
の
権
利
擁
護
は
地
域
福
祉
の
課
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え

た
方
の
地
域
生
活
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
会
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
と
成
年
後
見
制
度
の
連
携
を
は
じ

め
、
他
制
度
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
地
域

で
の
権
利
擁
護
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲チームに対する専門職派遣（イメージ）京都市成年後見支援セ
ンターのキャラクター
ができました！
市民の方に身近に制度を
知っていただこうと、キャ
ラクターをつくりました！

➡�成年後見制度で
　今すぐ「まもる」

➡任意後見制度で
　将来に「そなえ」

制度に関する
課題を抱える
チーム

チームの
相談の場に
専門職を派遣

日常生活自立支援事業 成年後見制度（法定後見）

利用手続き 本人、関係者が社会福祉協議会
に申込み（申込みは無料）

親族など申立て権者が家庭裁判
所に申立て（一定の費用が必要）

利用開始 本人が区社協と契約 家庭裁判所の審判による

費用 1 時間あたり 1,000 円（別途、
支援に必要な交通費や保管料） 家庭裁判所の審判による

内容 定期的な訪問支援（福祉サービス
利用援助、日常的な金銭管理支援）

重要な法律行為（財産管理、
身上保護）

代理権 なし あり（保佐、補助は申立てが必要）

同意権（取消権） なし あり（補助は申立てが必要）

A

長寿
すこやか
センター

ちょうじゅ

生活

支援部

せい　かつ

し　えん　ぶ

まもる

何名くらいが
利用しているの？

Ｑ

そなえ

将来に
備えるよ！

今すぐ
まもるよ！

  NEWS
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京都市中京区壬生仙念町30-2〈四条御前西入〉
ラボール京都（公益財団法人 京都労働者総合会館）

TEL075-801-5311　

等のご利用に!

ラボール京都  ラボール京都  

ラボール京都  

多様なニーズに対応できる大ホールと中小会議室全14室（14名～
342名）を2,376円～（２時間利用）とリーズナブルな価格で!
趣味の会や会議・研修などお気軽にご利用ください。

四条御前通バス停 すぐ

西院駅 徒歩１分

貸会議室 ホール

会議室の当日利用受付を開始
　本年４月から、当日利用を希望される方々
にもご利用いただけるようになりました。
※午前枠9時、午後枠13時、夜間枠18時まで受付可

　
児
童
館
は
０
歳
～
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
す
る
社
会

福
祉
施
設
で
す
。
子
ど
も

が
自
分
の
意
志
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
遊
び
を

中
心
と
し
た
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯

と
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進
す
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
は
、
放

課
後
昼
間
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
児
童
が
急

激
に
増
加
し
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
子
育
て
家
庭
支
援

を
目
的
と
し
た
地
域
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
会
や

学
区
社
協
等
の
ご
協
力
の
も
と
力
を
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
地
域
の

方
が
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
地
域
の

公
園
や
体
育
館
な
ど
、
様
々
な
場
所
で
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
事
業
と
し
て
、
館
ご
と
に
移
動
動

物
園
や
影
絵
、
お
化
け
屋
敷
等
を
行
い
た

く
さ
ん
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
い
事
業
を
企
画
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
市
社
協
の
児
童
館
で
は
、
福
祉
活
動

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
繋
が

り
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉
研
修
・
介
護
実
習
普
及

セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
研
修
を
実

施
し
て
お
り
、
研
修
内
容
を
職
場
で

実
践
し
、
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
昨
年
度
先
行
し
て
実
施
し

た
施
設
長
等
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー

（
テ
ー
マ
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
※
毎
年
テ
ー
マ
が
変

わ
り
ま
す
）
受
講
者
に
、
職
場
で
ど

の
よ
う
に
学
び
を
活
か
さ
れ
た
か
を

伺
い
ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
洛
東
園
の
石
川

周
次
施
設
部
長
に
、
研
修
後
の
実
践

内
容
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
リ
ー

ダ
ー
が
突
出
し
て
仕
事
を
す
る
だ
け

で
は
、
職
員
が
つ
い
て
い
け
ず
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
り
ま
す
。
職
員

と
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
仕
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
職
員
の
変
化
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
職
員
の
様

子
を
よ
く
見
て
“（
で
き
な
か
っ
た

仕
事
が
）
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ね
”
と
声
を
か
け
、“
き
ち
ん
と
見

て
い
る
よ
”
と
い
う
こ
と
を
自
分
の

言
葉
で
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
働
き
方
改
革
が
推
進
さ

れ
、
残
業
の
減
少
や
働
く
職
員
の
生

産
性
向
上
（
限
ら
れ
た
時
間
で
高
い

成
果
を
出
す
こ
と
）
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
「
意
欲
」（
や
る
気
）
を
引
き

だ
す
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

意
欲
を
持
っ
て
働
く
こ
と
で
、
よ

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
、
利
用
者

に
と
っ
て
の
満
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
、
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
新

規
研
修
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
や

中
堅
職
員
を
対
象
に
し
た
「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
研

修
を
実
施
し
ま
す
。
法
人
理
念
の
実

現
に
向
け
て
、
職
員
の
意
欲
を
引
き

出
し
、「
働
き
が
い
」
の
あ
る
職
場

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
当
セ

ン
タ
ー
の
研
修
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲�京都市地域子育てステーション事業
樫原ふれあい動物園

▲受付

地
ち

域
い き

の中
な か

の児
じ

童
ど う

館
か ん

！
いつでも、お越

こ

しください!!

ひと・まち交
こ う

流
りゅう

館
か ん

 京
きょう

都
と

が
より利

り

用
よ う

しやすい施
し

設
せ つ

へ
　
本
館
は
、
市
民
の
方
々
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
公

益
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
大
小
の
会
議
室
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
員
は

常
に
市
民
の
方
々
の
立
場
に
た
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
会
議
や
研
修
、
情

報
交
換
、
交
流
の
場
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申込受付後、折り返し弁護士が申込者へお電話します。

まずはお電話を！！

075-255-4990

無

料で手軽な

電話
法律相談

遺言書作成や相続でお困りの方へ

遺言・相続センター
相談料 無料（1回20分）
受　付 平日（月～金）午後1時～3時30分

ひと・まち

交流館 京都
こうりゅうかん  きょうと

児童館

事業部

　じ　どう　かん

じ　ぎょう　ぶ

社会福祉研修

介護実習普及
センター

しゃかいふくしけんしゅう

かいごじっしゅうふきゅう 『働
はたら

きがい』のある職
しょく

場
ば

づくりのために
～職

しょく

員
い ん

のやる気
き

を引
ひ

き出
だ

すモチベーション・マネジメント研
けん

修
しゅう

～

 対象者  ‌�高齢の方など、介護が必要な方
 定　員  90名

よう　 ご　ろう　じん　　　　　　　　　　 らく   とう  えん

養護老人ホーム　洛東園

『モチベーション・マネジメント』研修
10月18日（金）開催

※�リーダー・中堅等、部下や後輩を指導する立場の
方を対象としています。ぜひお申し込みください。

みやこけんしゅう 検索

職場で実践中！！

 施 設 紹 介

新 規 研 修

▲ヒアリングループ

移動型ヒアリングループの設置支援
　ヒアリングループ（磁気ループ）は、聴
覚障害のある方々の補聴器を補助するもの
です。会議室利用申請時にご相談ください。
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（単位：千円） ※事業の詳しい内容や決算の詳細は、本会ホームページをご覧ください。

老人福祉センター運営
252,985 4%

ひと・まち交流館運営
172,503 3%

長寿すこやかセンター
運営 139,281 2%

福祉ボランティア
センター運営
80,597 1%

社会福祉研修・介護実習
普及センター運営 
91,680 1%

　令和元年度は、市・区・学区社協の三層の連携
と、民生委員をはじめ関係機関、団体、施設など
との協働のもと「人に優しく、災害に強い、社協
の総合力とネットワークを活かした福祉のコミュ
ニティづくり」をめざして、以下の重点目標を推
進します。

●��所属ごとの推進計画と
区地域福祉活動計画の
策定支援

●�総合力とネットワーク
を活かした事業推進

●�住民主体の地域福祉活
動を促進

京都市の社協　　
基本構想の具体化

●�成年後見支援センター
事業の強化

●�担い手づくり・助け合
い活動の拡充など

●�新規施設等を地域福祉
の拠点として運営

権利擁護・生活支援・
サービスの充実

●�ガバナンスの強化とコ
ンプライアンスの徹底

●�透明性の確保と財務規
律の徹底

●�施連協と連携した地域
公益取組の促進

公益的使命に
応える取組の推進

●�財務活動の見直しと安
定的な財源確保

●�人材確保と働き方改革
への対応・人材育成

●�地域福祉を推進する人
材の育成

持続可能な
法人運営

平成 30 年度 決算報告

令和元年度 事業計画
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